
建設業界 302018.1231 建設業界 2018.12

益
率
ま
で
回
復
し
た
の
は
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）

年
度
の
三
・
九
％
。
た
だ
し
こ
の
年
の
建
設
投
資
額
は
、

五
一
兆
円
。
ピ
ー
ク
時
と
比
較
し
て
三
九
％
も
市
場
規

模
が
縮
小
し
た
な
か
で
、
利
益
率
を
改
善
し
た
。

　

過
去
、「
薄
利
多
売
」「
利
益
な
き
繁
忙
」
に
陥
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
建
設
産
業
も
、
規
制
緩
和
や
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）、
安
全
と
品
質
確
保
、
人
口

減
少
、
多
発
す
る
自
然
災
害
と
大
規
模
災
害
な
ど
バ
ブ

ル
時
と
は
違
う
環
境
の
な
か
で
、
価
格
構
成
力
を
取
り

戻
し
た
こ
と
が
収
益
改
善
に
つ
な
が
っ
た
。
つ
ま
り
、

こ
の
三
〇
年
間
で
市
場
規
模
に
連
動
し
な
く
て
も
、
収

益
改
善
が
で
き
る
環
境
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
平
成
時
代

の
一
つ
の
特
徴
と
言
え
る
。

　

平
成
時
代
の
二
つ
目
の
特
徴
、
カ
ギ
と
し
て
、
劇
的

に
変
化
し
た
「
制
度
」
が
あ
る
。
最
大
の
変
化
は
、
一
九 

九
四
（
平
成
六
）
年
の
一
般
競
争
入
札
本
格
導
入
だ
。

一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
以
来
一
〇
〇
年
近
く
公

共
調
達
の
基
本
と
な
っ
て
い
た
「
指
名
競
争
入
札
」
か

ら
「
一
般
競
争
入
札
」
に
変
わ
る
こ
と
は
、
発
注
者
が

指
名
競
争
で
指
名
す
る
場
合
に
必
要
だ
っ
た
、
受
注
企

業
側
の
技
術
者
能
力
含
め
た
企
業
評
価
と
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
放
棄
を
意
味
し
た
。
こ
れ
が
そ
の
後
指
摘
さ
れ
る
、

発
注
者
と
受
注
者
の
現
場
力
低
下
の
一
因
と
も
な
っ
た
。

　

ま
た
バ
ブ
ル
崩
壊
は
建
設
産
業
界
に
と
っ
て
様
々
な

影
響
を
与
え
た
。
民
間
工
事
は
、
ピ
ー
ク
時
か
ら
わ
ず

か
二
年
で
投
資
額
が
七
兆
円
も
縮
小
し
た
ほ
か
、
独
禁

法
違
反
や
汚
職
事
件
な
ど
に
も
直
面
。
国
外
に
目
を
向

ー
ト
し
た
こ
の
年
は
、
消
費
税
（
三
％
）
が
導
入
さ
れ

た
年
で
も
あ
っ
た
。
国
際
情
勢
は
、
東
欧
圏
（
当
時
）

の
民
主
化
運
動
が
最
高
潮
に
達
し
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が

崩
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
一
方
、
日
本
国
内
は
十
二
月

に
、
日
経
平
均
株
価
が
三
万
八
、九
一
五
円
の
最
高
値

を
記
録
。
当
時
は
そ
の
四
年
前
の
一
九
八
五
年
の
「
プ

ラ
ザ
合
意
」
以
降
に
加
熱
し
た
国
内
景
気
、
い
わ
ゆ
る

「
バ
ブ
ル
景
気
」
ま
っ
た
だ
中
に
い
た
。

　

建
設
産
業
界
も
、
建
設
省
（
現
・
国
土
交
通
省
）
が

前
年
一
九
八
八
年
度
の
大
手
五
〇
社
建
設
工
事
受
注
総

額
が
前
年
度
比
二
一
・
三
％
増
の
一
七
兆
九
、六
〇
〇
億

円
で
史
上
最
高
と
発
表
。
平
成
元
年
の
一
九
八
九
年
度

の
建
設
投
資
額
も
七
三
兆
円
を
記
録
。
景
気
動
向
で
遅

効
性
が
あ
る
建
設
投
資
額
は
そ
の
後
も
増
加
を
続
け
、

ピ
ー
ク
の
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
度
に
は
八
四
兆
円

ま
で
達
し
た
。

　

バ
ブ
ル
景
気
を
背
景
に
平
成
元
年
か
ら
四
年
で
建
設

第
一・
第
二
の
カ
ギ「
市
場
・
利
益
」と「
制
度
」

け
る
と
、
米
国
と
は
日
本
国
内
建
設
市
場
の
開
放
を
巡

る
日
米
摩
擦
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
一
月
に
は
Ｗ

Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
発
足
を
控
え
る
な
ど
、
国
内

外
で
不
安
の
種
が
拡
大
し
て
い
た
。

　

こ
の
産
業
の
不
安
払
拭
に
応
え
る
た
め
に
建
設
省
が

打
ち
出
し
た
の
が
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
発

足
か
ら
省
庁
再
編
で
発
足
し
た
国
土
交
通
省
ま
で
の
七 

〇
年
間
で
唯
一
「
大
綱
」
を
銘
打
っ
た
政
策
、「
建
設
産

業
政
策
大
綱
1 

9 

9 

5
」
だ
っ
た
。「
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

に
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
で
」「
良
い
も
の
を
安
く
提
供
」
が

有
名
な
フ
レ
ー
ズ
だ
っ
た
が
、
政
策
大
綱
作
成
の
背
景

の
一
つ
で
あ
る
一
般
競
争
入
札
本
格
導
入
は
、
当
時
の

建
設
省
に
と
っ
て
も
大
き
な
転
機
も
意
味
し
た
。
発
注

者
の
指
名
権
放
棄
に
伴
う
、
そ
れ
ま
で
の
「
事
前
規
制
」

か
ら
問
題
が
起
き
た
場
合
に
対
応
す
る
「
事
後
規
制
」

へ
の
転
換
だ
。

　

行
政
に
政
策
大
綱
を
つ
く
ら
せ
た
時
代
背
景
は
、
小

選
挙
区
導
入
に
よ
っ
て
、
建
設
業
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

向
け
た
理
解
促
進
活
動
を
難
し
く
さ
せ
、
自
民
党
内
で

も
派
閥
の
影
響
力
低
下
も
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
日
米
建
設
摩
擦
、
一
般
競
争
入
札

導
入
な
ど
大
き
な
転
機
か
ら
一
〇
年
を
待
た
ず
、
更
に

別
の
転
機
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
、
政
府
は
公
共
工
事
コ
ス

ト
縮
減
の
議
論
を
開
始
す
る
。
二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）

第
三
の
カ
ギ
は「
組
織
」

市
場
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
建
設
投
資
額
が
八
四
兆
円

に
達
し
た
こ
の
年
、
建
設
業
の
売
上
高
営
業
利
益
率
は

財
務
省
法
人
企
業
統
計
に
よ
れ
ば
、
三
・
八
％
。
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
っ
て
、
一
九
七
八
（
昭
和
五 

十
三
）
年
以
降
四
〇
年
間
で
四
二
兆
円
と
最
低
額
だ
っ

た
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
度
の
建
設
業
営
業
利

益
率
は
、
一
・
四
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
年
度
は
規
模

別
で
見
て
も
、
大
手
建
設
業
が
属
す
る
「
資
本
金
一
〇 

億
円
以
上
」
企
業
で
さ
え
営
業
利
益
率
が
三
・
二
％
だ

っ
た
ほ
か
、「
資
本
金
一
、〇
〇
〇
万
円
未
満
」
企
業
に

至
っ
て
は
赤
字
、「
同
五
、〇
〇
〇
万
円
未
満
」
企
業
も

一
％
だ
っ
た
。
ピ
ー
ク
か
ら
建
設
市
場
規
模
は
右
肩
下

が
り
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
な
か
で
、

利
益
率
も
連
動
し
て
低
下
し
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
安
倍
政
権
発
足
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
経
済
政

策
で
、
建
設
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
風
向
き
は
大
き

く
変
わ
っ
た
。
法
人
企
業
統
計
で
比
較
す
る
と
、
建
設

投
資
額
が
八
四
兆
円
と
ピ
ー
ク
だ
っ
た
一
九
九
二
（
平

成
四
）
年
度
の
営
業
利
益
率
三
・
八
％
と
ほ
ぼ
同
じ
利

年
に
誕
生
し
た
小
泉
政
権
は
、
公
共
事
業
の
費
用
対
効

果
へ
の
疑
義
や
公
共
事
業
悪
玉
論
を
背
景
に
す
る
か
の

よ
う
に
、
政
府
建
設
投
資
を
毎
年
二
兆
円
ず
つ
削
減
し

た
。
ま
た
中
央
省
庁
再
編
が
ス
タ
ー
ト
し
た
二
〇
〇
一

年
以
降
、
小
泉
政
権
は
、
聖
域
な
き
構
造
改
革
を
掲
げ
、

「
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
」
や
「
郵
政
民
営
化
」
も
進

め
る
。

　

更
に
こ
う
し
た
動
き
に
連
動
す
る
形
で
、
罰
則
強
化

に
ア
メ
と
ム
チ
を
用
意
し
た
独
占
禁
止
法
改
正
と
、
公

共
工
事
品
質
確
保
促
進
法
（
品
確
法
）
が
成
立
を
競
い

合
う
よ
う
に
同
時
進
行
で
進
ん
だ
。
ま
た
改
正
独
禁
法

施
行
に
合
わ
せ
る
形
で
、
日
本
土
木
工
業
協
会
（
当
時 

以
下
、
土
工
協
）
は
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
四
月
、

「
脱
談
合
宣
言
」
と
そ
の
実
現
に
必
要
な
制
度
改
革
提

言
を
打
ち
出
し
た
。

　

し
か
し
、
毎
年
削
減
さ
れ
る
公
共
事
業
と
熾
烈
な
価

格
競
争
は
、
地
方
建
設
業
を
疲
弊
さ
せ
、
土
工
協
の
脱

談
合
宣
言
は
大
規
模
工
事
で
の
価
格
競
争
激
化
に
発
展
。

事
態
を
重
く
見
た
国
土
交
通
省
は
、
建
設
産
業
の
現
状

を
「
過
剰
供
給
構
造
」
と
し
「
再
編
・
淘
汰
は
不
可
避
」

と
し
た
「
建
設
産
業
政
策
2 

0 

0 

7
」
を
二
〇
〇
七

（
平
成
十
九
）
年
に
打
ち
出
し
た
。

　

大
規
模
災
害
、
担
い
手
確
保
問
題
、
生
産
性
向
上
な

ど
そ
の
後
の
動
き
も
含
め
、
建
設
産
業
に
と
っ
て
平
成

の
時
代
と
は
、「
ゆ
と
り
」
を
感
じ
る
こ
と
も
な
く
、
市

場
動
向
、
制
度
、
組
織
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
続
け
た
三 

〇
年
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
平
成
」の
時
代
を
想
う

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

房
長
官
が
会
見
で
掲
げ
た
「
平
成
」
か
ら
三
〇
年
。
厳

密
に
言
え
ば
若
干
ず
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ゆ
と
り

教
育
（
二
〇
〇
二
年
実
施
の
学
習
指
導
要
領
）
を
受
け

た
世
代
（
一
九
八
七
年
四
月
二
日
生
ま
れ
以
降
）、
い
わ

ゆ
る
「
ゆ
と
り
世
代
」
と
も
平
成
の
時
代
は
重
な
る
。

「
ゆ
と
り
」
＝
「
平
成
」
も
三
〇
年
経
て
ば
、
平
成
生
ま

れ
が
三
、〇
〇
〇
万
人
を
突
破
し
日
本
の
総
人
口
に
占

め
る
割
合
も
二
五
％
近
く
ま
で
高
ま
る
な
ど
、
ゆ
と
り

世
代
の
ウ
エ
ー
ト
は
高
い
。

　

こ
れ
ま
で
昭
和
生
ま
れ
の
人
間
が
、「
ゆ
と
り
世
代

は
」
と
少
し
特
別
な
目
で
見
る
こ
と
も
あ
っ
た
「
平
成

生
ま
れ
」
だ
が
、
今
後
は
、
社
会
・
企
業
の
な
か
の
位

置
づ
け
も
若
手
か
ら
中
堅
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
で

け
ん
引
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
教
育

は
、「
ゆ
と
り
」
だ
っ
た
平
成
時
代
、
建
設
産
業
に
と
っ

て
は
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
九
八
九
年
一
月
八
日
、
新
元
号
「
平
成
」
が
ス
タ

号
「
平
成
」
の
時
代
が
終
わ
る
。
年
数
で
倍
の

時
代
だ
っ
た
「
昭
和
」
が
終
わ
り
、
当
時
の
官

元
H
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